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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

１団体名  安城市高棚町内会 

２事業名  安全で安心して暮らせるまちづくり 

 

 

 

３事業実施 

結果 

高棚町は、安城市の最西端に位置し、市内で町域面積が最も広く、刈谷市、

高浜市、碧南市と隣接しています。住宅が一部で密集し、工場が点在してい

るものの、その大半は農地です。また、主要地方道岡崎半田線が町内を横断

し、国道２３号のインターチェンジが２か所あるため、犯罪者の流入を許し

狙われやすい地域です。 

犯罪情勢について、高棚町の犯罪総数は減少しているものの、市全体に比

べて減少率が低く、昨年は住宅対象侵入盗と車上ねらいが増加し、共に町別

ワースト２位となりました。さらに、本年２月には住宅対象侵入盗が２件発

生しています。隣接する他市の犯罪情勢の影響を受けやすく、道路交通の要

所となっていることから、今後、犯罪が多発するなど治安の悪化が懸念され

る状況にあります。 

このことから、今年度は安城市市民安全条例に基づき「犯罪抑止モデル地

区」の指定を受け、町内の自主防犯活動のほか、市、警察、学校、地元企業

と連携した防犯活動を実施しました。 

 

１ 防犯啓発・人材育成（Ｂ事業） 

（１）夏休み「かぎかけスタンプラリー」の実施 

夏休みを利用して、地元の小学生に「かぎかけスタンプラリー」に参加し

てもらいました。目標を達成した児童は、町内会  

事務所又は小学校で啓発品を

受け取り、さらに町内の協賛

店（飲食店４店舗、 

ス ー パ ー １ 店 舗 ） か ら   

サービスを受けることができ

ます。子供に鍵掛を習慣づけ

させることで、家庭内の防犯

意識の向上を図ることができ

ました。 
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（２）防犯啓発活動の実施 

  ア 町内行事における防犯啓発活動 

    町内行事の参加者に、ドロボー対策トイレットペーパーを配布し 

て、「外出する時は必ず鍵を掛けましょう」と侵入盗被害防止の呼び 

掛けをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 イ 「似顔絵はがき」による特殊詐欺被害防止 

    町内会長の似顔絵を描いた特殊詐欺被害防止啓発はがきを作成し、

敬老の日に合わせて、町内の 65 歳以上が住む 725 世帯に郵送して 

注意喚起を図りました。 

 

 

 

 

  

  

    

 

   

ウ 高齢者に対する防犯啓発活動 

    敬老の日に合わせ、町内会の役員・福祉委員および民生委員の協力

のもと、町内に住む 80 歳以上の高齢者全員 372 名を訪ねて、記念品

の他、チラシや啓発品を手渡して侵入盗への注意を呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



62 
 

エ 自動車販売店における自動車盗対策 

    町内の自動車販売店において、来客に自動車盗被害防止のチラシと 

啓発品を配布して注意を呼び掛けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オ 協力店舗における防犯キャンペーン 

    例年、年末年始に空き巣被害が増加傾向にあるため、12 月 13 日に 

   町内の大型スーパー・マーケットにおいて、侵入盗被害防止キャンペ

ーンを実施しました。来店される皆さまに、安城警察署の警察官と市

職員とともに啓発品を配布して、侵入盗への注意を呼び掛けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）防犯講習会の実施 

    町内の北部と南部の２箇所の町内会施設において、高齢者を対象に

した町内会福祉活動の場を活用し、警察官による侵入盗および特殊 

詐欺の防犯講話と、特殊詐欺被害の事例紹介ＤＶＤの鑑賞を行い、 

市内の特殊詐欺被害が急増している事への注意喚起を行いました。 

 

  

 

 

 

 

   

 



63 
 

（４）「たかたな町内会ニュース」の発行 

   毎月発行している「たかたな町内会ニュース」では、町内会が行った

防犯活動を特集で掲載し、全戸配布で住民にお知らせしました。 

 

 

（５）年末特別警戒パトロールの実施 

    12 月 3 日、安城警察署生活安全課長の激励を受けた後、東西南北 

の４ブロックに分かれて徒歩にて夜間パトロールを実施しました。 
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２ 地域連携・広域の連携活動（Ｃ事業） 

（１）防犯プレート及び街路灯フラッグの設置 

   防犯プレートの全戸配布による設置や、地域密着型の活動を行う地元

営農組合との連携による、「地域の防犯の目」の強化を図りました。 

また、地元商工会と連携して、町内の主要道路に設置された商工会街

路灯に街路灯フラッグを 20 箇所設置して、往来する住民に対しての防

犯意識の高揚を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
商工会街路灯への街路灯フラッグ設置 

民家への防犯プレート設置 

営農組合の農業機械への 

防犯マグネットシート貼付け 
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（２）横断幕の設置 

   地元の企業及び小学校と連携し、町内の見通しの良い場所に横断幕を

設置して、地域一体となった防犯啓発活動を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

（３）青色防犯パトロールの実施 

   町内会と地元企業で青色防犯パ

トロールを実施しました。市内最大

6.7 ㎢の町域面積を有する当町にお

いて、互いに連携しながら広範囲に

活動し、「見せる防犯」として犯罪抑

止に努めました。 

   

３ あいさつ・声かけ運動（Ｄ事業） 

（１）高棚クリーン運動 

   地域住民が行う町内一斉清掃や地元中学生と行うボランティア美化

活動で、清掃活動をしながら出会った人に挨拶をして、地域の目が行き

届いている安心して暮らせるまちづくりを推進しました。 

 

 

 

   

 

 

 

 

              

デンソー高棚製作所 

高棚小学校 

町内一斉清掃 ボランティア美化活動 
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４ 犯罪防止環境整備（Ｅ事業） 

（１）まちの防犯診断   

  ア 実施状況 

   「まちの防犯診断」は、地域の防

犯環境の改善や、自主防犯活動へ

の機運を高めることが狙いです。

防犯設備士３人を招いて、町内会

役員、警察官、市職員と町内を歩

いて回り、防犯上の危険な箇所や

防犯設備の設置が必要な箇所を

確認しました。 

イ 防犯環境の改善 

① 防犯設備士から指摘のあった、塀や家屋で見通しの悪い道や死角 

が多くなる狭い道の変則交差点等には、防犯プレートを掲示し、さ 

らに、人家が少なく夜間暗い道には、ＬＥＤ防犯灯を設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 一部の住宅では、高い塀を見通しのよいフェンスへ改修し、生い 

茂った植栽は剪定して、監視性の確保をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

  外壁改修後 外壁改修前 
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４成果と課題

及び今後の取

組み 

１ 事業実施の成果及び課題 

（１）成果 

   本年１月から 11 月末の安城市の犯罪発生件数は、昨年同期比プラス 

47 件の６％増であるのに対し、高棚町の犯罪発生件数は、昨年同期比マ 

イナス２件の 11％減となりました。（表１参照） 

罪種別では、車上ねらいと性犯罪の発生を抑止することができまし 

た。（表２参照）   

また、本促進事業で購入した街路灯フラッグや横断幕を設置し、  

「特別警戒実施中」のリボンを着用して地元中学生と清掃活動をする 

など、地域住民が一丸となって防犯活動を行うことができました。 

さらに、まちの防犯診断で指摘された場所に防犯プレートやＬＥＤ 

防犯灯を増設して防犯環境の改善を図り、ハードとソフトの両面におい

て地域防犯力を強化することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題 

   課題は、高齢者への防犯対策です。人口を占めている 65 歳の割合が 

21％を超えると超高齢化社会と言われている中で、高棚町は約 26％を  

占めています。さらに、高齢化が進み、ひとり暮らし高齢者が増える  

傾向にあります。今後は、高齢者の「見守り」と併せて、より丁寧な   

防犯啓発活動が求められます。  

２ 今後の取組み 

  今年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため「こども夏祭り」が 

中止となりました。地域活動に子供を積極的に参加させて、防犯について 

考え、危機回避能力を身に付ける機会をつくりたいと思います。 

また、定期的な清掃活動に加え、地域の特性を踏まえた啓発活動を展開 

し、さらなる地域防犯力の向上を図り、安全で安心して暮らせるまちづく

りを推進していきたいと考えています。 

 

  

 


